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昆陽池公園と野鳥観測橋 

鴻池稲荷祠碑の説明風景 

 

                       

 

  

昆
陽
池
・伊
丹
昆
虫
館 

清
酒
発
祥
の
地
を
訪
ね
る 

伊
丹
市
昆
陽
池
・鴻
池 

６
月
15
日
梅
雨
時
期
で

す
が
晴
天
の
日
、
昆
虫
館
で

は
、
学
芸
員
の
方
に
次
か
ら

次
へ
の
質
問
に
丁
寧
に
説
明

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

伊
丹
の
清
酒
の
発
祥
の

地
の
案
内
は
、
伊
丹
市
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
長 

松
田
さ
ん
他
二
名
の
方
に
、
丁

寧
に
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。 

伊
丹
市 

大
阪
国
際
空
港
の
滑
走

路
の
大
半
を
擁
す
る
20
万

人
都
市
で
、
大
阪
・神
戸
の

衛
星
都
市
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

気
候
は
温
暖
で
、
冬
に
は

昆
陽
池
な
ど
に
カ
モ
な
ど
多

数
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
。 

伊
丹
に
関
連
の
深
い
「
猪
名

部
」
「
猪
名
県
」
な
ど
は
『日

本
書
紀
』
に
表
れ
る
。
古
く

は
「
摂
津
国
」の
「
西
摂
」と

呼
ば
れ
た
地
域
で
す
。 

伊
丹
で
は
、
古
く
か
ら
米

作
り
が
さ
か
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
昭
和
35
年
頃
か
ら

の
高
度
経
済
成
長
期
ま
で

は
農
業
用
の
た
め
池
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
川
や
池
か
ら
水

を
引
く
小
川
や
水
路
が
、
あ

み
の
目
の
よ
う
に
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
北
部
で
は
、
庭

木
栽
培
な
ど
も
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。 

昔
の
伊
丹
に
は
、
こ
う
い
っ
た

田
ん
ぼ
や
畑
、
た
め
池
な
ど

を
す
み
場
所
に
す
る
生
き

物
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。 

昆
陽
池 

8
世
紀
前
半
に
奈
良
時

代
の
高
僧
行
基
が
築
い
た
池

で
、
長
い
間
地
域
の
田
畑
を

潤
す
と
と
も
に
洪
水
を
防

い
で
き
ま
し
た
。 

伊
丹
で
は
、
昆
陽
上
池
・

同
下
池
・
院
前
池
な
ど
5
つ

の
潅
漑
用
水
池
や
2
本
の

溝
を
つ
く
っ
た
ほ
か
、
昆
陽

寺
の
前
身
と
な
っ
た
昆
陽
布

施
屋
を
開
き
、
多
く
の
村

人
・
旅
人
を
飢
え
や
病
気
か

ら
救
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
の
ち
に
行
基
は
、
東

大
寺
大
仏
の
建
立
に
協
力

し
て
大
僧
正
と
な
り
、
人
々

か
ら
菩
薩
と
称
え
ら
れ
ま

し
た
。 

伊
丹
市
昆
虫
館 

小
さ
な
命
の
鼓
動
が
聞

こ
え
る
伊
丹
市
昆
虫
館
は
、

兵
庫
県
伊
丹
市
の
昆
陽
池

公
園
敷
地
内
に
あ
る
日
本

の
昆
虫
館
で
す
。 

平
成
2
年
に
伊
丹
市
の
市

制
50
周
年
を
記
念
し
て
開

館
し
た
。 

日
本
人
は
、
世

界
で
も
珍
し
い
く
ら
い
に
昆

虫
と
身
近
に
生
き
て
い
る
人

種
な
の
だ
と
か
。
「万
葉
の

昔
か
ら
書
物
に
登
場
す
る

し
、
昆
虫
で
季
節
を
感
じ
ま

す
。
「一
寸
の
虫
に
も
五
分

の
魂
」な
ん
て
、
昆
虫
の
命
の

尊
さ
を
考
え
る
の
は
日
本

人
く
ら
い
で
す
よ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
種
類
や
生
体
を
見
る

だ
け
で
な
く
、
昆
虫
を
通
し

て
自
然
の
奥
深
さ
、
命
の
大

切
さ
な
ど
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
奥
山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

チ
ョ
ウ
温
室
で
は
南
国
の

花
々
が
咲
き
誇
る
中
を
舞

う
、
約
１4
種
千
匹
の
チ
ョ
ウ

の
姿
を
身
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫
の

世
界
を
１０
倍
に
拡
大
し
た

ジ
オ
ラ
マ
や
、
珍
し
い
世
界

の
昆
虫
標
本
、
図
書
コ
ー
ナ

ー
な
ど
も
あ
り
、
虫
や
自

然
環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学

べ
ま
す
。 

鴻
池
神
社 

も
と
は
蔵
王
権
現
を
祭

っ
て
い
た
社
で
し
た
が
、
明

治
十
二
年
の
神
社
明
細
帳

作
成
時
に
、
安
閑
（あ
ん
か

ん
）天
皇
を
祭
神
と
し
て
安

閑
神
社
と
改
称
さ
れ 

更
に

大
正
期
に
、
向
か
い
合
う
慈

眼
寺
の
鎮
守
八
幡
神
社
を

合
祀
し
て
、
鴻
池
神
社
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

本
殿
は
、
一
間
社
流
造
り

（い
っ
け
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く

り
）
で
、
覆
屋
に
納
め
ら
れ
、

前
面
に
拝
殿
を
そ
な
え
て
い

ま
す
。 

昭
和
５０
年
県
の
有
形
文
化

財
の
指
定
を
受
け
る 

鴻
池
稲
荷
祠
碑
と 鴻

池
家 

稲
荷
祠
碑
は
、
４０５
字
の

碑
文
か
ら
成
り
、
鴻
池
家
の

生
い
立
ち
・伊
丹
の
酒
造
り

の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り

と
な
る
も
の
で
す
。
更
に
碑

文
作
成
の
事
情
も
併
せ
て

記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

近
世
初
頭
、
当
地
に
お
い

て
酒
造
業
を
始
め
て
財
を

な
し
た
山
中
家
は
、
屋
敷

の
裏
に
あ
る
大
き
な
鴻
池

の
名
に
ち
な
み
苗
字
を
鴻

池
と
名
乗
り
、
大
阪
へ進

出
し
、
海
運
業
・両
替
商

を
営
み
豪
商
鴻
池
家
と

な
り
ま
し
た
。 

清
酒
の
発
祥
地 

 

伊
丹
市
の
北
部
に
鴻
池

と
い
う
町
名
の
地
区
が
あ

り
、
現
在
で
は
閑
静
な
住

宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

江
戸
初
期
に
は
こ
の
地
に

お
い
て
は
じ
め
て
清
酒
が

造
ら
れ
、
わ
が
国
に
お
け

る
清
酒
発
祥
の
地
と
い
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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わ
が
ま
ち
紹
介 

２０１７年８月度行事予定 

近代湾発祥の地「大阪」の海の玄関 

大阪市港区（海遊館） 

月 日：平成２９年８月１０日（木） 

集 合:  海遊館 入り口前  集合時間： 9:00 

訪問先： 海遊館・プレミアムバックヤード見学予定 

そ の 他：１) 雨天決行 

２） 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

２０１７年７月度行事予定 

進化する中之島 水都・大阪のシンボル 

フェステバルシティ 

月 日：平成 29年 7 月１3日（木） 

集 合：朝日新聞大阪本社 １３階 受付前ホール 

訪問先：朝日新聞大阪本社・朝日新聞大阪工場 

そ の 他：１) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料を参照下さい。 

昆虫館展示_200倍に蜜蜂 
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